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企　画　提　案　書

業務名：独立行政法人水産大学校所属漁業練習船「天鷹丸」代船建造基本設計業務

（提出者）

（担当者及び連絡先）



（様式第１号）

１　法人の概要
（単位：人）

技術系職員 事務系職員 その他職員 合　　　計

（ フ リ ガ ナ ）

（ フ リ ガ ナ ）

人　　数

年　月　日

技術系職員の有資格（船舶・海洋部門の技術士等）者数内訳

計

沿　　　　革　　　　等

所 在 地

名 称

代表者職氏名

設立年月日

内　　　　　　容

従
業
員
数

資 格 名 称



２　法人の船舶設計業務実績

　平成１７年４月１日以降平成２７年３月３１日までに受注し成果物が納品された、日本国内の国の機関（独立行政法人及び国立大学法人を含む。）または都道府県に所属
する鋼製の設計業務に限る。

計画速力kt 主要寸法 定格馬力

（最高・巡航） （Ｌ,Ｂ,Ｄ） （主機関型式） 受注 完了

隻数（小計①）

隻数（小計②）

（様式第２号）

国
の
機
関

都
道
府
県

漁
業
練
習
船

隻数（合計Ａ＝①＋②）

様式第５号記載の技術の活用状況※
設計業務実施年月日

用途発注者 船舶名 総トン数

隻数（小計③）

隻数（小計④）

※「企画提案書作成要領」１の各号のうち、いずれに係る技術を活用したかを明らかにすること。

隻数（合計Ａ＝③＋④）

隻数（総合計Ａ＋Ｂ）

そ
の
他
の
用
途

国
の
機
関

都
道
府
県

隻数（合計Ａ＝①＋②）



３　担当主任技術職員の氏名等
　「主任技術職員」とは、当該船舶の設計業務において、業務全体を統括するセクションの長またはプロジェクトリーダー等、主導的立場で参画する者をいう。

（フリガナ） 年　　月
年　　月
年　　月

設計業務の 年　　月
経 験 年 数 年　　月

関連の資格 年　　月
（技術士等） 年　　月

※１　船舶設計技術に関し、官公庁または関係業界団体から受賞したものに限る。
※２　現在所属している法人以外での実績を含む。

４　担当主任技術職員としての船舶設計業務実績
　平成１７年４月１日以降平成２７年３月３１日までに受注し成果物が納品された、日本国内の国の機関（独立行政法人及び国立大学法人を含む。）または都道府県に所
属する鋼製の漁業練習船設計業務であって、当該業務に主任技術職員として参画したものに限る。

計画速力kt 主要寸法 定格馬力

（最高・巡航） （Ｌ,Ｂ,Ｄ） （主機関型式） 受注 完了

隻数（小計①）

隻数（小計②）

※３　「企画提案書作成要領」１の各号のうち、いずれに係る技術を活用したかを明らかにすること。

（様式第３号）

国
の
機
関
所
有

設計業務実施年月日
様式第５号記載の技術の活用状況※３

隻数（合計①＋②）

表彰実績
※１

設計業者での

勤務履歴等
※２

都
道
府
県
所
有

発注者 船舶名 総トン数

年 齢

氏 名
役 職 名



５　課題に対する企画提案（要約版）
課　題　名

課　題　名

課　題　名

課　題　名

（様式第４号）

（注）課題名は、「企画提案書作成要領」１の各号のとおりとして下さい。

　　　　　　　　　　（記載上の注意）
　　　　　　　　　　　〇「企画提案書作成要領」１に掲げる全ての技術的課題に対する解決方法について
　　　　　　　　　　　　様式第５号の各内容を本様式１～２枚程度に簡素に記載願います。
　　　　　　　　　　　〇書式の制限はありません。



５　課題に対する企画提案

課　題　名

（様式第５号）

（注）課題名は、「企画提案書作成要領」１の各号のとおりとして下さい。

　　　　　　　（記載上の注意）
　　　　　　　　〇「企画提案書作成要領」１に掲げる全ての技術的課題に対する解決方法について記述して下さい。
　　　　　　　　〇書式の制限はありません。必要に応じて、別図、別表の添付は可能ですが、頁数に含まれます。
　　　　　　　　〇船舶の建造経費及び維持管理費についても、概算の額を記述して下さい。
　　　　　　　　〇設計業務を受託した場合の工程計画・スケジュールの概要も記述して下さい。

　


